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北本市はなぜ、〝トマト〟なのだろう？

石戸トマトクリーム販売組合工場（昭和２年）

石戸トマトの
ものがたり

北本の歴史を探る ⑦
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特集 ● 北本の歴史を探る ⑦　石戸トマトのものがたり

　当
時
の
北
本
で
は
、ま
だ
ト
マ
ト

を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
れ
で
は
な
ぜ
、石
戸
村
に
ト
マ

ト
工
場
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　大
正
末
期
の
石
戸
村
で
ト
マ
ト

栽
培
を
始
め
た
の
は
、ト
マ
ト
の
種

を
取
っ
て
売
る
た
め
で
し
た（
写
真

①
）。と
こ
ろ
が
思
う
よ
う
に
種
は

取
れ
ず
、そ
れ
ま
で
捨
て
て
い
た
果

肉
を
生
か
す
方
法
と
し
て
加
工
場

を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　昭
和
２
年
、石
戸
村
の
人
々
は

「
有
限
責
任
石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売
組
合
」を
設
立
し
、村
で
採
れ

た
ト
マ
ト
の
加
工
販
売
に
挑
戦
し
た

の
で
す
。

北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
や
ト
マ
ト
大
福
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
着
ぐ
る
み
の
と
ま
ち
ゃ
ん
、

初
夏
に
は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
ト
マ
ト
が
真
っ
赤
に
色
づ
き
ま
す
。

北
本
市
と
ト
マ
ト―

。

な
ぜ
北
本
市
は〝
ト
マ
ト
〞な
の
で
し
ょ
う
か
？

北
本
市
と
ト
マ
ト
に
、ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
、

ト
マ
ト
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

石
戸
ト
マ
ト
の

も
の
が
た
り

北
本
の
歴
史
を
探
る 

⑦

北
本
市
は
、昭
和
18
年
に
中
丸
村
と
石
戸
村
が

合
併
し
て
で
き
た
北
本
宿
村
が
母
体
で
す
。そ

の
石
戸
村
に
は
昔
、最
新
式
の
機
械
を
備
え
た
ト

マ
ト
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。話
は
今
か
ら
90
年
ほ

ど
前
、大
正
末
期
の
石
戸
村
へ
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

石
戸
村
に

ト
マ
ト
工
場
が

あ
っ
た
。

ト
マ
ト
の
種
取
り
か
ら
ト
マ
ト
工
場
へ

② ①2018年6月１日発行 広報きたもと No.964

荒川での種取り作業（大正14年頃）

釜から流れ出るトマトクリーム
（昭和2年頃）

写真① トマト畑（昭和2年頃）
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ユニークな出資方法

　事
業
に
着
手
し
た
当
初
は
、農
事
試
験
場
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。尾
久（
現
東
京
都
北
区
）の
工
場
を

借
り
て
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、大
変

よ
い
製
品
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。そ
こ
で
近
隣
の
人
々

に
出
資
を
募
り
、工
場
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　工
場
の
設
計
、機
械
の
据
え
付
け
と
操
作
も
す
べ
て

村
人
が
行
い
、工
場
の
中
に
は
直
径
２
メ
ー
ト
ル
の
真

空
釜
、３
つ
の
殺
菌
釜
、蒸
気
エ
ン
ジ
ン
と
電
動
機
が
据

え
付
け
ら
れ
ま
し
た（
写
真
②
）。

　工場の建設には出資金を募り、産業組合を組織すること
にしました。出資金は一口20円で目標額は２万円。出資方
法は、①現金、②トマ
トの生果、③工場作
業の賃金の三つから
選ぶという、だれもが
出資できるように工
夫した方法でした。

　人々に工場を印象付けたのは、そびえ立つ真っ黒な煙突でした。東
松山の岩殿山からも見えたといい
ます。また、工場を覗きに来た子ど
もたちは、プールのような水槽に浮
かぶトマトをもらって食べるのが楽
しみでした。小学校の先生が「トマト
小唄」を作るほど、トマト工場は村
人の期待を背負っていたのです。

記憶の中のトマト工場

自
分
た
ち
の
手
で
建
設
し
た
工
場

　ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
の
開
発
に
あ
た

り
、技
師
に
紹
介
さ
れ
た
の
は「
低

温
濃
縮
法
」で
す
。生
の
ト
マ
ト
と

同
じ
滋
養
が
あ
り
、す
で
に
売
ら
れ

て
い
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
に
比
べ
て
３

倍
の
濃
度
の
製
品
が
で
き
る
方
法

で
し
た
。

　工
場
が
で
き
た
当
初
は
、ト
マ
ト

ク
リ
ー
ム
と
ト
マ
ト
ピ
ク
ル（
ス
）

の
み
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。ケ

チ
ャッ
プ
で
有
名
な
カ
ゴ
メ
が
刊
行

し
た『
カ
ゴ
メ
100
年
史
』に
は
、「
石

戸
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
は
わ
が
国
初

の
無
着
色
ピ
ュ
ー
レ
で
あ
っ
た
」と

書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
一
文
で
、

ど
の
よ
う
な
製
品
で
あ
っ
た
の
か
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
ト
マ
ト
ピ
ク
ル（
ス
）は
、未

熟
な
ト
マ
ト
で
製
造
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３
年
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
福

神
漬
け
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
と
ト
マ
ト
ピ
ク
ル
ス
を
つ
く
る

　石
戸
ト
マ
ト
は
た
び
た
び
新
聞

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、注
目
度
は

高
い
も
の
で
し
た
。

　昭
和
３
年
の
東
京
日
日
新
聞
で

は「
石
戸
村
の
ト
マ
ト
製
品
は
陸
軍

省
用
達
と
な
り
各
方
面
に
販
路
を

拡
張
。英
独
仏
諸
国
へ
見
本
を
送

り
好
評
。知
事
が
視
察
し
県
は

大
々
的
に
奨
励
す
る
方
針
」と
あ

り
ま
す
。ま
た
昭
和
５
年
、同
新
聞

で
は
、「
日
本
橋
白
木
屋
で
開
か
れ

て
い
る
展
覧
会
に
ト
マ
ト
ピ
ッ
ク

ル
、ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、ト
マ
ト
ク

リ
ー
ム
を
出
品
。品
質
極
め
て
良

好
、外
国
品
の
ハ
イ
ン
ズ
に
比
し
て

勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
で
農
林
省

よ
り
推
薦
さ
れ
て
の
出
品
で
あ
る
」

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、昭
和
天
皇
の
即
位
を

祝
う
博
覧
会
で
優
良
国
産
賞
、副

業
共
進
会
一
等
入
賞
、那
須
御
用

邸
へ
献
上
、帝
国
農
会
か
ら
の
表

彰
、満
州
博
覧
会
へ
出
品
な
ど
の

記
録
が
残
って
い
ま
す
。

　都
会
で
は
ト
マ
ト
の
生
食
が
進

ん
で
い
た
よ
う
で
、状
態
の
良
い
ト

マ
ト
は
１
個
ず
つ
薄
紙
で
包
装
し
、

木
箱
に
詰
め
て
荷
車
で
東
京
の
帝

国
ホ
テ
ル
や
万
惣
、千
疋
屋
な
ど
へ

運
び
ま
し
た（
写
真
③・④
）。

華
々
し
く
報
じ
ら
れ
た
石
戸
ト
マ
ト

　工場では、地元の人や小学生を積極的に招いて工場見学会
を開催しました。県知事をはじめ、県内外から多くの視察があ
りました。中でも注目されるのは「尾張トマト加工組合役員」の
一行です。トマト加工の先進地である愛知県から、日本初の真
空釜を導入した工場を視察に
来たのです。メンバーには、後
にカゴメとなる会社の役員も加
わっていました。

視察団続々と

57
西中学校

④ ③2018年6月１日発行 広報きたもと No.964

写真② 工場内の真空釜（昭和2年頃）写真③ 積み上げられた出荷箱（昭和2年頃）

当時のパンフレット

カゴメの
初期ラベル

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
ラ
ベ
ル

写
真
④ 

ト
マ
ト
を
包
む
薄
紙

此
ノ
ト
マ
ト
ハ
日
光
ノ
直
射
ス
ル
青
々
ト
シ
タ
広
イ
圃
場
ニ
於
テ

緑
滴
ル
葉
ノ
マ
ニ
紅
玉
ノ
如
ク
真
赤
ニ
熟
シ
タ
モ
ノ
ナ
レ
バ
ヴ
エ
タ

ミ
ン
含
有
量
並
ト
マ
ト
自
然
ノ
香
気
他
産
ヲ
壓
シ
味
亦
頗
ル
優
秀
デ

冷
シ
テ
用
ユ
レ
バ一
層
美
味
デ
ア
ル

○
印

　ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
及
ビ

○
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
ハ
ミ
ナ
此
ノ
ト
マ
ト
ノ
皮
ヤ
種
子
ヲ
去
リ
真

空
低
温
ニ
テ
濃
縮
シ
ア
ジ
ハ
生
果
ノ
如
ク
料
理
用
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
牛
乳
及
ビ
砂
糖
湯
ニ
イ
レ
香
味
高
ク
栄
養
豊
富
デ
ア
ル

（薄紙に記されている文章）

完

熟

新

戸
トマト

石

鮮

【石戸トマト工場見取り図】

工場があった場所
（現代の地図）

工場でのトマトの洗浄のようす
（昭和2年頃）
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ト
の
生
食
が
進

ん
で
い
た
よ
う
で
、状
態
の
良
い
ト

マ
ト
は
１
個
ず
つ
薄
紙
で
包
装
し
、

木
箱
に
詰
め
て
荷
車
で
東
京
の
帝

国
ホ
テ
ル
や
万
惣
、千
疋
屋
な
ど
へ

運
び
ま
し
た（
写
真
③・④
）。

華
々
し
く
報
じ
ら
れ
た
石
戸
ト
マ
ト

　工場では、地元の人や小学生を積極的に招いて工場見学会
を開催しました。県知事をはじめ、県内外から多くの視察があ
りました。中でも注目されるのは「尾張トマト加工組合役員」の
一行です。トマト加工の先進地である愛知県から、日本初の真
空釜を導入した工場を視察に
来たのです。メンバーには、後
にカゴメとなる会社の役員も加
わっていました。

視察団続々と

57
西中学校

④ ③2018年6月１日発行 広報きたもと No.964

写真② 工場内の真空釜（昭和2年頃）写真③ 積み上げられた出荷箱（昭和2年頃）

当時のパンフレット

カゴメの
初期ラベル

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
ラ
ベ
ル

写
真
④ 

ト
マ
ト
を
包
む
薄
紙

此
ノ
ト
マ
ト
ハ
日
光
ノ
直
射
ス
ル
青
々
ト
シ
タ
広
イ
圃
場
ニ
於
テ

緑
滴
ル
葉
ノ
マ
ニ
紅
玉
ノ
如
ク
真
赤
ニ
熟
シ
タ
モ
ノ
ナ
レ
バ
ヴ
エ
タ

ミ
ン
含
有
量
並
ト
マ
ト
自
然
ノ
香
気
他
産
ヲ
壓
シ
味
亦
頗
ル
優
秀
デ

冷
シ
テ
用
ユ
レ
バ一
層
美
味
デ
ア
ル

○
印

　ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
及
ビ

○
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
ハ
ミ
ナ
此
ノ
ト
マ
ト
ノ
皮
ヤ
種
子
ヲ
去
リ
真

空
低
温
ニ
テ
濃
縮
シ
ア
ジ
ハ
生
果
ノ
如
ク
料
理
用
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
牛
乳
及
ビ
砂
糖
湯
ニ
イ
レ
香
味
高
ク
栄
養
豊
富
デ
ア
ル

（薄紙に記されている文章）

完

熟

新

戸
トマト

石

鮮

【石戸トマト工場見取り図】

工場があった場所
（現代の地図）

工場でのトマトの洗浄のようす
（昭和2年頃）
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きたもと
第20回読売写真クラブ
鴻巣北本支部写真展

時 ６月21日（木）～24日（日）
　９:00～17:00※最終日は16:00まで
場 文化センター　 費 無料
問 埼玉読売写真クラブ鴻巣北本支部
　（内藤☎5９1-8145）
……………………………………………

大人のためのおはなし会
～語りによる世界の昔話～

時 ６月22日（金）10:30～12:00
場 文化センター　 費 無料
問 北本子どもの本を楽しむ会
　（細井☎5９1-53９4）
……………………………………………

伊藤千尋さん講演会
時 ６月23日（土）14:00～16:30
内 憲法を生かす世界の人々
場 文化センター　 費 500円
問 伊藤千尋さんの講演を聞く会
　(杉田 080-1218-4285)
……………………………………………

埼玉県行政書士会鴻巣支部
行政書士相続等無料相談会

時 ６月23日(土)13:00～16:00
場 鴻巣市市民活動センター　 費 無料
内 相続・遺言・贈与、法人設立ほか
問 埼玉県行政書士会鴻巣支部
　(中野☎541-145９）
……………………………………………

第15回高崎線沿線ギター交流会
時 ６月24日(日)12:30開場、13:00開演
場 文化センター　 費 無料
問 北本ギタークラブ（清水☎5９1-8704）
……………………………………………

竹の友、尺八ふれあいコンサート
時 ６月24日（日）13:30開場、14:00開演
場 中丸公民館　 費 無料
問 聖岳会（関口☎543-2９20）
……………………………………………

ハワイアンライヴ #16　
生バンド演奏とフラダンス、ハワイアンなひととき

時 ７月１日（日）①11:30～、②14：00～
　それぞれ約１時間　 費 入場無料
場 深井６丁目「ヘイワールド施設内」
問 ハワイアンライヴ
　（奥田 0９0-3503-7776）
……………………………………………

座禅会
＜参禅生活＞のすすめ

時 毎月第３水曜日（８月のみ第４水曜日）
場 桶川べに花ふるさと館　 費 月額1,000円
問 さとわ座禅会（鈴木 0９0-1127-2９９5）
……………………………………………

募集

地域史料読解
（昭和期・石戸小学校日誌）
時 ６月28日～平成31年３月28日の毎月

第４木曜日９:30～11:30
場 文化センター　 定 30人（申込順）
講 岡田勝雄さん（市文化財保護審議委員）
費 2,500円（会場費、テキスト代等）
問 地域史料読解学習会（今井☎5９0-3501）
……………………………………………

50代以降のおばさんたちが、ヨガを
楽しんでます。ご一緒しませんか。

時 毎月第１, ２, ４の木曜日10:00～11:30
場 西部公民館　 内 ヨガレッスン
定 30人（申込順）
費 入会金1,000円　月額2,000円
問 ヨガ　コスモス（浅賀☎5９2-5774）
……………………………………………

和太鼓のリズムと響きを
一緒に楽しみませんか♪

時 毎週金曜日（時間と場所はお問い合
わせください）

費 会費月額500円（半年分前払い）
問 きらく（和太鼓）（茂

も
在
ざい

070-6555-0９９3）
……………………………………………

開 催

第88回生涯いきいき種の仲間の集い
梅雨に備える「心身のケアのポイント」

時 ６月９日（土）13:40開場、14:00開演
場 文化センター　 費 200円（資料費）
講 ひらお内科クリニック院長　平尾良雄さん
問 生涯いきいき種の仲間（江間☎5９2-1406）
……………………………………………

北本市民吹奏楽団
2018ファミリーコンサート

時 ６月10日（日）13:00開場、13:30開演
場 文化センター　 費 無料
内 マゼランの未知なる大陸への挑戦、スーパー

マリオブラザーズ、千と千尋の神隠し　ほか
問 北本市民吹奏楽団（広川☎5９2-5753）
……………………………………………

埼玉土建
第41回ふれあい住宅デー

時 ６月10日（日）10:00～15:00（受付は14:30まで）
場 三軒茶屋通りイベント広場、中丸地内

不二家駐車場、北本市総合福祉センター
内 無料住宅相談、包丁砥ぎ・まな板削

り（実費相当）など　 費 無料
問 埼玉土建一般労働組合中部支部(☎5９3-3381)
……………………………………………

不登校・ひきこもり・非行 親の会
子育ての悩みを話してみませんか

時 ６月10日（日）13:30～15:00
場 コミュニティセンター　 費 100円（参加費）
問 不登校・ひきこもり・非行　親の会
　（磯野☎5９1-1137）
……………………………………………

アコースティックライヴ
時 ６月16日（土）・17日(日)①13:30～②15：30～
場 深井６丁目「ヘイワールド施設内」
費 入場無料
問 アコースティックライヴ＠Kitamoto
　（奥田 0９0-3503-7776）
……………………………………………

〈広告〉

お問い合わせ　事務部総務課　☎048-593-1212 (代表)北里大学メディカルセンター（KMC）

日　時    平成３０年８月４日（土）９:30～16:30　 場　所    北里大学メディカルセンター 南館２階AB会議室
対　象    小学５･６年生および中学生（定員24名）　 参加費    無料　
申込方法    日本学術振興会「ひらめき☆ときめきサイエンス」ホームページより申し込み
申込み締切日    平成３０年６月29日（金）　 持ち物    筆記用具、上履き
10:00～10:45　講義①「北里とノーベル賞物語」
11:00～11:45　講義②「ウイルスってなあに？」
13:00～15:00　実験「ウイルスってなあに？～目には見えないウイルスを検出してみよう！～」

日　時    平成３０年６月14日（木）14:00～15:30
※ 開催曜日がいつもと異なりますので、
　ご注意ください
場　所    北里大学メディカルセンター
　　　南館２階AB会議室

講　師  外科部長　内
ないとう

藤 正
まさのり

規

■ ひらめき☆ときめきサイエンス ～ようこそ大学の研究室へ～■おなか、すこやかに

後援：北本市、鴻巣市、桶川市、各市老人クラブ連合会 ※人間ドックのご予約・ご相談を随時受け付けております。（健康管理センター）
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特集 ● 北本の歴史を探る ⑦　石戸トマトのものがたり

｢

北
本
ト
マ
ト
」か
ら

広
が
る
ま
ち
お
こ
し

　昭
和
８
年
に
石
戸
村
教
育

会
が
発
行
し
た『
郷
土
読
本
』

を
読
む
と
、村
人
が
ト
マ
ト
工

場
を
ど
れ
ほ
ど
誇
ら
し
く
思
っ

て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
工

場
を
造
ろ
う
と
す
る
熱
意
に
、

村
民
の
７
割
ま
で
が
資
金
を

提
供
し
て
こ
た
え
た
と
い
い
ま

す
。「
各
人
は
万
人
の
為
に
、

万
人
は
一
人
の
為
に
」が
ト
マ

ト
組
合
の
精
神
で
し
た
。大
変

な
苦
労
と
努
力
の
末
に
工
場

が
完
成
し
、農
家
に
も
現
金
収

入
の
道
が
ひ
ら
け
た
の
で
す
。

村
人
が
誇
る
石
戸
ト
マ
ト

　ト
マ
ト
工
場
を
造
っ
た
当
時

は
、金
融
恐
慌
、関
東
大
震

災
、軍
事
費
の
膨
張
な
ど
で
日

本
経
済
は
と
て
も
悪
化
し
て

い
ま
し
た
。国
は
、こ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ

ま
な
副
業
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
に
は
ト
マ
ト
加
工

も
あ
り
、ト
マ
ト
を
煮
詰
め
て

瓶
に
詰
め
る
工
程
は
家
庭
の

台
所
で
も
可
能
な
た
め
、全
国

で
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、石
戸
ト
マ

ト
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、村
民

が
組
合
と
工
場
を
造
り
、自

分
た
ち
の
手
で
加
工
し
て
成

果
を
出
し
た
こ
と
と
、最
新
式

の
機
械
を
導
入
し
た
こ
と
か

ら
で
す
。工
場
に
は
視
察
者
が

多
く
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
５
枚

組
の
絵
葉
書（
表
紙・写
真
①

〜
③・⑤
）が
配
ら
れ
ま
し
た
。

石
戸
ト
マ
ト
の
時
代
背
景

　「
日
本一の
石
戸
の
ト
マ
ト
」

と
讃
え
ら
れ
、全
盛
を
誇
っ
た

石
戸
ト
マ
ト
組
合
で
し
た
が
、

戦
争
等
の
影
響
に
よ
り
ト
マ

ト
工
場
の
生
産
は
中
止
と
な

り
、昭
和
19
年
に
は
、正
式
に

解
散
し
て
そ
の
幕
を
下
ろ
す

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

石
戸
ト
マ
ト
の
終
焉

⑥ ⑤2018年6月１日発行 広報きたもと No.964
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補助金申請書 写真⑤ 工場内の水槽（昭和2年頃）

　ト
マ
ト
工
場
の
閉
鎖
か
ら
約
50

年
、石
戸
ト
マ
ト
の
華
々
し
い
歴

史
に
ち
な
ん
で
、「
北
本
ト
マ
ト
」

を
ま
ち
お
こ
し
に
役
立
て
よ
う

と
、多
く
の
市
民
、生
産
者
、商
工

業
者
が
共
に
活
動
を
始
め
ま
し

た
。平
成
９
年
、北
本
ト
マ
ト
を

使
っ
た
特
産
品
、ト
マ
ト
大
福
が

考
案
さ
れ
、続
い
て
ト
マ
ト
ま
ん

じ
ゅ
う
、ト
マ
ト
羊
羹
、ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
等
が
次
々
と
商
品
化
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
平
成
23
年
、北
本
の
ご

当
地
グ
ル
メ
を
開
発
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
で「
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」が

優
勝
し
、平
成
26
年
の
全
国
ご
当

地
カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
見
事

日
本
一
を
果
た
し
ま
し
た
。石
戸

ト
マ
ト
が
昭
和
３
年
に
昭
和
天
皇

の
即
位
を
祝
う
博
覧
会
で
日
本

一
に
輝
い
て
か
ら
86
年
、再
び
日

本
一
の
称
号
を
獲
得
し
た
の
で

す
。　こ

う
し
て
、北
本
の
誇
り
で
あ

る「
北
本
ト
マ
ト
」に
よ
る
ま
ち
お

こ
し
は
、先
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
継
承
し
、多
く
の
市
民
の
手

で
広
が
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

トマト大福

トマトまんじゅう

トマト羊羹

トマト
ジュース

とまちゃん
誕生

北本
トマトカレー

北本トマトカレー
（フレークタイプ）

ベイクド
トマトカレーパン

北本
トマトカレー
（レトルト）

※トマト関連商品についてのお問い合わせは北本市観光協会（☎591-1473）へ。
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